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第 1 章

OpenRoamingの概要

この製品のマニュアルセットは、偏向のない言語を使用するように配慮されています。このド

キュメントセットでの偏向のない言語とは、年齢、障害、性別、人種的アイデンティティ、民

族的アイデンティティ、性的指向、社会経済的地位、およびインターセクショナリティに基づ

く差別を意味しない言語として定義されています。製品ソフトウェアのユーザインターフェイ

スにハードコードされている言語、基準ドキュメントに基づいて使用されている言語、または

参照されているサードパーティ製品で使用されている言語によりドキュメントに例外が存在す

る場合があります。

（注）

OpenRoamingが導入される前は、より便利でより安全なインターネット接続を提供してくれる
という理由から、多くのモバイルデバイスユーザーが個人の携帯電話ネットワークへの接続を

優先的に選択していました。インターネットの使用は、セルラーエリアのカバー状況とモバイ

ルデータプランに依存していたのです。

OpenRoamingは、Wi-Fiの面倒なゲストオンボーディングプロセスと不正な SSIDへの接続リ
スクを排除して、安全でシームレスな自動ネットワーク接続を実現します。OpenRoamingによ
り、複数の SSIDから選択したり、設計が不十分なキャプティブポータルで安全ではない共有
クレデンシャルを入力したりする必要がなくなるため、インターネットにアクセスしようとす

るモバイルデバイスユーザーにとっては特に便利です。OpenRoamingでは、信頼できる IDプ
ロバイダを使用してサインインすることでユーザーがゲストネットワークに接続できるように

なり、ユーザーモビリティが強化されます。
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図 1 : OpenRoamingフェデレーション

OpenRoamingフェデレーションは、アクセスプロバイダと IDプロバイダで構成されます。ア
クセスプロバイダは、顧客が自動的に接続するワイヤレスネットワークを提供します。アクセ

スプロバイダには、小売業者、空港、ホテル、大企業、公共施設が含まれます。IDプロバイ
ダは、ユーザーが有効な顧客であるかどうかを確認した後でネットワークへのアクセスを許可

します。IDプロバイダには、サービスプロバイダ（SIMカードの有効性に基づく）、デバイ
スおよびクラウドプロバイダ（GoogleやAppleなど）、インターネットWi-Fiプロバイダが含
まれます。

OpenRoamingはHotspot 2.0を活用して、ゲストユーザーがWi-Fiおよび携帯電話ネットワーク
で自由にローミングできるようにします。Wi-Fi接続は、業界標準のWi-Fi Protected Access 2
（WPA2）およびWi-Fi Protected Access 3（WPA3）プロトコルと暗号化認証を使用して保護さ
れています。

小売店などのパブリックアクセスを行うロケーションオペレーターは、ボタンをクリックする

だけで、ゲストWi-Fiの契約率を加速できます。物理的な空き領域の使用状況について収集で
きるデータをCiscoDNASpacesで活用することで、消費者の行動パターンをよりよく理解し、
特定できるようになります。これにより、ビジネスの成果を実現しながら、各拠点での顧客体

験が向上し、定着します。

この章は、次の項で構成されています。

• OpenRoamingのメリット（2ページ）
• OpenRoamingの前提条件（3ページ）

OpenRoamingのメリット
•オンサイトの顧客のための簡素化されたWi-Fiゲストアクセス

• Wi-Fi契約率の向上

•シームレスで安全なWi-Fi接続による顧客オンボーディングの改善
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• Cisco DNA Spacesアカウントを介した OpenRoamingの簡単なサインアップとネットワー
ク構成

•訪問者と顧客に関するインサイトと分析へのアクセス

• Wi-Fi、Cisco DNA Spaces、ロイヤルティアプリケーションによる、顧客エンゲージメン
トの向上

•セルラーからWi-Fiネットワークへのトラフィックオフロードによる運用コストの削減

OpenRoamingの前提条件
Cisco DNA Spacesで OpenRoamingを使用するには、ネットワークが次の前提条件を満たして
いる必要があります。

•アクティブな Cisco DNA Spacesアカウントが必要です。

•シスコのワイヤレスネットワークが必要です。コントローラベース（Cisco AireOSまたは
Cisco Catalystワイヤレスコントローラ）とクラウドベース（Cisco Meraki）の両方のネッ
トワークがサポートされています。

•ワイヤレスネットワークを Cisco DNA Spacesアカウントに追加する必要があります。

•コントローラベースのアーキテクチャでは、Cisco DNA Spacesコネクタを使用する必
要があります。CiscoDNASpacesコネクタのダウンロードと設定については、『Cisco
DNA Spaces Connector Configuration Guide』を参照してください。

• Cisco Merakiネットワークでは、Cisco DNA Spacesアカウントに Cisco Merakiアカウ
ントを追加する必要があります。
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第 2 章

OpenRoamingの設定

始める前に

ワイヤレスネットワークでの OpenRoamingの設定に進む前に、ネットワークがOpenRoaming
の前提条件（3ページ）で説明されている前提条件を満たしていることを確認してください。
Cisco DNA Spacesで OpenRoamingを設定するには、Cisco DNA Spacesダッシュボードの
[OpenRoaming]タイルをクリックします。OpenRoamingダッシュボードが表示されます。

図 2 : Cisco DNA Spacesダッシュボード：[OpenRoaming]タイル

以前にOpenRoamingを設定していた場合は、OpenRoamingのホームページにOpenRoamingレ
ポートが表示されます。使用可能なサンプルレポートのリストを表示するには、OpenRoaming
のホームページにある [See Sample Dashboard]リンクをクリックします。

（注）

OpenRoamingを設定するには、次のタスクを実行します。

ステップ 1 OpenRoamingプロファイルの作成

ステップ 2 Cisco DNA Spacesコネクタでのホットスポットの有効化
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ステップ 3 ネットワークコントローラの設定

ステップ 4 OpenRoamingネットワークのテスト

この章は、次の項で構成されています。

• OpenRoamingプロファイルの作成（6ページ）
• OpenRoamingプロファイルの編集（9ページ）
• OpenRoamingプロファイルの削除（10ページ）
• Cisco DNA Spacesコネクタでのホットスポットの有効化（10ページ）
•ネットワークコントローラの設定（15ページ）
• OpenRoamingネットワークのテスト（18ページ）
• OpenRoamingレポートの表示（18ページ）
•関連資料（19ページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（19ページ）

OpenRoamingプロファイルの作成
OpenRoamingプロファイルにはネットワーク SSIDに関する情報が含まれています。また、こ
のプロファイルでゲストネットワークへのアクセスを許可するユーザー IDを指定します。
OpenRoamingプロファイルでキャリアオフロードを設定することもできます。OpenRoamingプ
ロファイルを作成するには、次のタスクを実行します。

手順の概要

1. アクセスポリシーを選択します。

2. SSIDを設定します。
3. （任意）キャリアオフロードを設定します。

4. OpenRoamingプロファイルの設定を見直し、確認します。

手順の詳細

ステップ 1 アクセスポリシーを選択します。

a) [OpenRoaming]ウィンドウで、[Set Up OpenRoaming]または > [Setup]をクリックします。
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OpenRoamingを初めて設定する場合は、 > [Setup]をクリックすると、[Terms andConditions]
ダイアログボックスが表示されます。[I Agree]をクリックして続行します。

（注）

[OpenRoaming Setup]ウィンドウが表示されます。
b) [OpenRoaming Profiles]セクションで、[Create OpenRoaming Profile]をクリックします。

[Create an OpenRoaming Profile]構成ウィザードが表示されます。

c) [続行（Proceed）]をクリックします。
d) [Access Policy]で、OpenRoamingネットワークにアクセスできるユーザーを指定します。

次のオプションを使用できます。

• [Accept all authenticated users]：これはデフォルトのオプションです。

• [Accept only users who provide their identity]：受け入れられる IDの例は、電子メール IDなど実際の
IDです。

• [Accept users with specified identity types]：表示されるリストから目的の IDタイプを選択します。
ユーザーに実際の IDを入力してもらう必要がある場合は、[Require real identity]ノブを有効にしま
す。

ここで選択した IDタイプは、このリストの横にある表に記載された実際の IDまたは匿名の ID設
定の隣に表示されます。

• [Accept only your users]：このオプションを選択する場合は、自分を IDプロバイダとして追加する
必要があります。

e) [Preferred Credentials]で対応するラジオボタンをクリックし、以下のリストから目的のオプションを選
択します。

• I do not have preferred credentials

[Access Policy]セクションで [Accept only your users]を選択した場合、このオプションは
無効になります。

（注）

• [I have preferred credentials, which I want to use]：このオプションを選択した場合は、表示されるド
メインのリストからドメインを選択するか、[Add a Custom Domain]をクリックする必要がありま
す。

f) [Next]をクリックします。

[SSID Details]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 SSIDを設定します。

a) [SSID Details]セクションで、対応するフィールドに SSID名を入力します。これは、OpenRoamingで
ブロードキャストされる SSIDです。

入力する名前が既存の SSIDである場合は、SSID名がネットワーク内の名前と完全に一致し
ていることを確認してください。

（注）
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b) （任意） [Advanced]セクションでは、次のオプションから選択できます対応するラジオボタンをクリッ
クし。

• [Default Status]：[Enable]または [Disable]から選択します対応するラジオボタンをクリックし。デ
フォルトのオプションは [Enabled]です。

• [Fast Transition (802.11r)]：[Adaptive]、[Enable]、[Disable]のいずれかを選択します対応するラジオ
ボタンをクリックし。デフォルトのオプションは [Adaptive]です。

[Create an OpenRoaming Profile]構成ウィザードが表示されます。

c) [Next]をクリックします。

[Carrier Offload]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 （任意）キャリアオフロードを設定します。

Wi-Fiネットワークを活用して、ネットワーク上のモバイルキャリア加入者に音声サービスとデータサービ
スを提供できます。この設定は任意です。

キャリアオフロードを設定する前に、次の前提条件が満たされていることを確認してください。

•モバイルキャリアまたはサービスプロバイダとの既存の関係が必要です。

•モバイルキャリアまたはサービスプロバイダで決済プロバイダを設定している必要があります。

a) [Allow Carrier Offload]ノブを使用して、[Carrier Offload]設定を有効にします。

[Offloading Partner]、[Static Routing]、[Realms]、[MNC/MCC]設定などの対応する詳細とともに、さま
ざまなキャリアを一覧にした表が表示されます。

b) さまざまなキャリアとの既存の関係に基づいて、表から利用可能なキャリアを選択するか、[AddCustom
Carrier]をクリックしてキャリアを追加することができます。

キャリアを設定していない場合、または [Add Custom Carrier]をクリックした場合は、最初に
Cisco DNA Spacesのパートナーアプリケーションセンターにアクセスして、オフロードパー
トナーをアクティブにする必要があります。カスタムフィールドに入力する必要がある具体

的な情報については、キャリアのオフロードパートナーにお問い合わせください。

（注）

c) [Next]をクリックします。

[Review Your Configuration]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 OpenRoamingプロファイルの設定を見直し、確認します。

アクセスポリシー、SSID、およびオプションでキャリアオフロードを設定したら、これらの設定を保存す
る前に OpenRoamingプロファイルの設定を見直し、必要に応じて変更できます。

a) [Review Your Configuration]ウィンドウで設定を確認し、次のいずれかを実行します。

デフォルトでは、OpenRoamingプロファイル名はSSID名と同じです。OpenRoamingプロファ
イル名を SSID名として保持するか、プロファイル名を変更するかを選択できます。

（注）

•設定に問題がない場合は、4.b（9ページ）に進みます。
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•変更する必要がある場合は、設定を変更するセクションの横にある [Edit]リンクをクリックしま
す。[Review Your Configuration]ウィンドウが表示されるまで、[Next]をクリックし続けます。
OpenRoamingプロファイルの設定が正常に変更されたら、4.b（9ページ）に進みます。

b) [Done]をクリックして、OpenRoamingプロファイルの作成を完了します。
成功メッセージが短時間表示され、確認ウィンドウが表示されます。

次のタスク

OpenRoamingの設定を続行する場合は、[Continue OR Setup]をクリックするか、構成ウィザー
ドを閉じます。

OpenRoamingプロファイルの編集

ステップ 1 [OpenRoaming]ウィンドウで、 > [Setup]を選択します。
[OpenRoaming Setup]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [OpenRoaming Profiles]セクションの [Action]列で、更新するプロファイルに対応する設定アイコン を

クリックします。

プロファイルの既存の設定を表示するには、プロファイル名をクリックします。選択した

OpenRoamingプロファイルの詳細な設定を表示するウィンドウが表示されます。
（注）

ステップ 3 [プロファイルの編集（Edit Profile）]をクリックします。
[Edit OpenRoaming Profile]構成ウィザードが表示されます。

ステップ 4 変更を加えて、[Next]をクリックします。

ステップ 5 [Review Your Configuration]ウィンドウが表示されるまでプロンプトに従います。

OpenRoamingプロファイルに対して実行した変更の概要が表示されます。

ステップ 6 更新内容を確認し、次のいずれかを実行します。

•更新が正常に完了した場合は、ステップ 7（9ページ）に移動します。

•さらに変更する必要がある場合は、設定を変更するセクションの横にある [Edit]リンクをクリックし
ます。[Review Your Configuration]ウィンドウが表示されるまで、[Next]をクリックし続けます。更新
された OpenRoamingプロファイルの設定を確認して保存するには、ステップ 7（9ページ）に移動
します。

ステップ 7 [Done]をクリックします。
成功メッセージが短時間表示され、確認ウィンドウが表示されます。
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OpenRoamingプロファイルの削除

ステップ 1 [OpenRoaming]ウィンドウで、 > [Setup]を選択します。
[OpenRoaming Setup]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [OpenRoaming Profiles]セクションの [Action]列で、削除するプロファイルに対応する設定アイコン を

クリックします。

ステップ 3 [Delete Profile]をクリックします。
[Delete OpenRoaming Profile]構成ウィザードが表示されます。

ステップ 4 [Done]をクリックします。
成功メッセージが短時間表示され、確認ウィンドウが表示されます。

Cisco DNA Spacesコネクタでのホットスポットの有効化
Cisco DNASpacesコネクタにホットスポットを追加すると、新しいドッカーがインストールさ
れます。Cisco DNASpacesコネクタのホットスポットは、コネクタの初期設定時、または後で
ここで説明する手順を使用して有効にすることができます。コネクタの設定については、『Cisco
DNA Spaces Connector Configuration Guide』を参照してください。

コネクタをすでに設定している場合は、[OpenRoaming Setup]ウィンドウの [Hotspot-enabled
Connectors]セクションに一覧表示されます。

Cisco DNA Spacesコネクタ GUIの [Hotspot]タブで、ホットスポットを最新バージョンにアッ
プグレードできます。アップグレードリンクは、アップグレード用に新しいバージョンが使用

可能になった場合にのみ表示されます。

（注）
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ワイヤレスネットワークに応じて、対応する手順に従い Cisco DNA Spaces Connectorの作成後
にホットスポットを有効にします。

• CiscoDNASpacesコネクタでのホットスポットの有効化（CiscoAireOSまたはCiscoCatalyst
ネットワーク）（11ページ）

• Cisco DNA Spacesコネクタでのホットスポットの有効化（Cisco Merakiネットワーク）
（14ページ）

Cisco DNA Spacesコネクタでのホットスポットの有効化（Cisco AireOS
または Cisco Catalystネットワーク）

ステップ 1 [OpenRoaming]ウィンドウで、[Set Up OpenRoaming]をクリックするか、 > [Setup]を選択します。

OpenRoamingプロファイルの設定が完了したら、構成ウィザードで [Continue OR Setup]をクリッ
クし、次に進みます。

（注）

[OpenRoaming Setup]ウィンドウが表示されます。

[Hotspot-enabled Connectors]セクションには、すべてのCisco DNASpacesコネクタのリストとそのステータ
スが表示されます。

ステップ 2 [AireOS/Catalyst]タブで、[Enable Hotspot for Connector(s)]リンクをクリックします。
[OpenRoaming - Add Hotspot]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ホットスポットを有効にする Cisco DNA Spacesコネクタを選択し、[Continue]をクリックします。

トークンが生成され、「Hotspot created successfull」メッセージが表示されます。このトークンは、ホット
スポットコネクタコンテナをダウンロードするために Cisco DNA Spacesコネクタで使用します。

ステップ 4 [Token Generated]で、[Copy]をクリックします。

このトークンを、Cisco DNA Spacesコネクタ GUIの [Configure Token]ウィンドウに貼り付けます。トーク
ンは、1つの Cisco DNA Spacesコネクタに対して 1回しか使用できないことに注意してください。

トークンが複数回使用されると、ホットスポット対応のコネクタが機能しなくなります。コネクタがアク

ティブ/アクティブモードでコネクタトークンを共有している場合、コネクタごとに異なるホットスポット
トークンが必要になります。

ステップ 5 [閉じる（Close）]をクリックします。

ステップ 6 [OpenRoaming Setup]ウィンドウを更新します。

新しいホットスポット対応のコネクタが、[Hotspot-enabled Connectors]セクションのリストに表示されま
す。
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コネクタの詳細を表示（Cisco AireOSまたは Catalystネットワーク）

ステップ 1 [OpenRoaming]ウィンドウで、[Set Up OpenRoaming]または > [Setup]をクリックします。

[OpenRoaming Setup]ウィンドウが表示されます。

[Hotspot-enabled Connectors]セクションに、すべてのCisco DNASpacesコネクタとそのステータスのリスト
が表示されます。

ステップ 2 [AireOS/Catalyst]タブで、コネクタ名をクリックします。

コネクタの構成の詳細を示す [Connector Details]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 ウィンドウを閉じて、[OpenRoaming Setup]ウィンドウに戻ります。

CiscoDNASpacesコネクタのホットスポットトークンの表示（CiscoAireOSまたはCatalyst
ネットワーク）

ステップ 1 [OpenRoaming]ウィンドウで、[Set Up OpenRoaming]をクリックするか、 > [Setup]を選択します。

[OpenRoaming Setup]ウィンドウが表示されます。

[Hotspot-enabled Connectors]セクションにすべてのコネクタとそのステータスのリストが表示されます。

ステップ 2 [AireOS/Catalyst]タブで、更新するコネクタに対応する [Action]列の設定アイコン をクリックします。

ステップ 3 [View Token]をクリックします。

[OpenRoaming – View Token]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 [Copy]をクリックして、コネクタのセットアップにトークンを使用します。

ステップ 5 Cisco DNA Spacesコネクタ GUIの [Configure Token]ウィンドウにこのトークンを貼り付けます。

トークンが保存されると、ホットスポット情報がコネクタにダウンロードされます。ウィンドウ

を更新すると、[Connector]タブの隣に [Hotspot]タブが表示されているのがわかります。[Hotspot]
タブで、ホットスポット対応コネクタのステータスを確認します。ステータスが [Running] の

場合は、Cisco DNA Spacesコネクタに対して OpenRoamingホットスポットが正常に有効化された
ことを示します。

（注）
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ステップ 6 [Close]をクリックして [OpenRoaming Setup]ウィンドウに戻ります。

コネクタの管理（Cisco AireOSまたは Cisco Catalystネットワーク）

ステップ 1 [OpenRoaming]ウィンドウで、[Set Up OpenRoaming]または > [Setup]をクリックします。

[OpenRoaming Setup]ウィンドウが表示されます。[Hotspot-enabledConnectors]セクションにすべてのコネク
タとそのステータスのリストが表示されます。

ステップ 2 [AireOS/Catalyst]タブで、更新するコネクタに対応する [Action]列の設定アイコン をクリックします。

ステップ 3 [Manage Connector]をクリックします。

[Manage Connector]ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 次のオプションからアクションを選択します。

• Restart connector

• Upload logs to cloud

• Enable connector debug mode

• Enable Hotspot debug mode

• Automatically keep this connector up to date

ステップ 5 ウィンドウを閉じて、[OpenRoaming Setup]ウィンドウに戻ります。
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Cisco DNA Spacesコネクタでのホットスポットの有効化（Cisco Meraki
ネットワーク）

始める前に

ステップ 1 [OpenRoaming]ウィンドウで、[Set Up OpenRoaming]または > [Setup]をクリックします。

OpenRoamingプロファイルの設定が完了したら、構成ウィザードで [Continue OR Setup]をクリッ
クし、次に進みます。

（注）

[OpenRoaming Setup]ウィンドウが表示されます。

[Hotspot-enabled Connectors]セクションには、すべてのCisco DNASpacesコネクタのリストとそのステータ
スが表示されます。

ステップ 2 [Meraki API]タブで、[Set Up]リンクをクリックします。

Cisco Merakiセットアップの設定については、『Cisco DNA Spaces Configuration Guide』を参照してくださ
い。

ステップ 3 ホットスポットを有効にする Cisco DNA Spacesコネクタを選択します。

ステップ 4 Merakiコネクタがある場合は、[Meraki API]タブをクリックします。
[Configure OpenRoaming for Meraki]構成ウィザードが表示されます。

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 ドロップダウンリストから組織を選択します。
選択した組織のMerakiネットワークのリストが表示されます。

ステップ 7 OpenRoamingを設定するMerakiネットワークを選択します。

ステップ 8 選択したMerakiネットワークに適用する OpenRoamingプロファイルを選択します。

ステップ 9 [Configure]をクリックして設定を完了します。

成功メッセージが表示されます。[OpenRoaming Setup]ページを更新します。

CiscoMerakiアカウントが接続されたことを確認するメッセージが [Meraki API]タブの下に表示されます。
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/solutions/Enterprise/Mobility/DNA-Spaces/cisco-dna-spaces-config/dnaspaces-configuration-guide/m_meraki-config.html


ネットワークコントローラの設定
ワイヤレスネットワークに応じて対応する手順に従い、OpenRoamingプロファイルをコント
ローラに関連付け、ネットワークを設定します。

• Cisco AireOSまたは Cisco Catalystネットワークの設定（15ページ）

• Cisco Merakiネットワークの設定（16ページ）

Cisco AireOSまたは Cisco Catalystネットワークの設定

始める前に

Cisco AireOSまたはCisco Catalystワイヤレスネットワークを設定する前に、SSIDとAAAポリ
シーを設定する必要があります。

ステップ 1 [OpenRoaming]ウィンドウで、[Set Up OpenRoaming]をクリックするか、 > [Setup]を選択します。

[OpenRoaming Setup]ページが表示されます。

OpenRoamingプロファイルの設定が完了したら、構成ウィザードで [Continue OR Setup]をクリッ
クし、次に進みます。

（注）

[Network configuration]セクションの [AireOS/Catalyst controllers]タブに、すべてのCiscoAireOSおよびCisco
Catalystシリーズコントローラのリストが、コントローラのステータスや関連するコネクタなどの詳細と
ともに表示されます。

ステップ 2 [Network configuration] > [AireOS/Catalyst controllers]の [Action]列で、設定するコントローラに対応する

設定アイコン をクリックします。

[Configure Controller]ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Generate Configuration]で、ドロップダウンリストから OpenRoamingプロファイルを選択します。

デフォルト以外のポリシープロファイルまたはポリシータグが使用されている場合は、AccessNetworkQuery
Protocol（ANQP）サーバー設定のみをコピーして、ワイヤレスポリシープロファイルに適用する必要があ
ります。ポリシータグが OpenRoaming用に構成されたWLANを使用し、構成されたワイヤレスポリシー
プロファイルにマップされていることを確認します。

ステップ 4 選択した OpenRoamingプロファイル設定を Cisco AireOSまたは Catalystコントローラの CLIに貼り付けま
す。

CLIベースの設定のみがサポートされています。（注）

ステップ 5 [Continue]をクリックします。
「Controller configured with profile successfully」メッセージが表示されます。
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ステップ 6 コントローラタイプを AireOSまたは Catalyst 9800のいずれかから選択します。

ステップ 7 既存のネットワークが Cisco AireOSコントローラをベースにしている場合は、[WLAN ID]フィールドに
WLAN IDを入力します。ネットワークが Cisco Catalystコントローラをベースにしている場合は、WLAN
名を指定します。

ステップ 8 [閉じる（Close）]をクリックします。
[OpenRoaming Setup]ウィンドウが表示されます。

Cisco Merakiネットワークの設定

始める前に

CiscoMerakiネットワークでCisco DNA Spacesを介してOpenRoamingを使用するには、ネット
ワークが次の前提条件を満たしている必要があります。

• Cisco Merakiネットワーク内のすべてのアクセスポイントが、Cisco Merakiファームウェ
アの R28.x以降のバージョンである必要があります。

•未構成の SSIDが少なくとも 1つ必要です。

•ネットワークでOpenRoamingをアクティブ化するには、CiscoMerakiサポートチームに連
絡してください。

•上記の前提条件を 1つでも満たしていない場合は、Cisco DNA Spacesコネクタをインス
トールし、Merakiネットワークで OpenRoamingを手動でアクティブ化できます。詳細に
ついては、『Cisco DNA Spaces Setup Guide for OpenRoaming』を参照してください。

•テンプレートを使用する Cisco Merakiネットワークの設定はサポートされていません。

（注）

ステップ 1 [OpenRoaming]ウィンドウで、[Set Up OpenRoaming]をクリックするか、 > [Setup]を選択します。
[OpenRoaming Setup]ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [Network configuration]セクションで、[Meraki Networks]タブをクリックします。

ステップ 3 [Set Up]をクリックします。

[Configure OpenRoaming for Meraki]ウィンドウが表示されます。
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Cisco Merakiネットワークの設定については、『Cisco DNA Spaces Configuration Guide』を参照
してください。

（注）

ステップ 4 ドロップダウンリストから組織を選択します。

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 OpenRoamingを有効にする Cisco Merakiネットワークを選択します。

リストから複数のネットワークを選択できます。（注）

ステップ 7 [Next]をクリックします。

ステップ 8 ドロップダウンリストから、Cisco Merakiネットワークに適用する必要がある OpenRoamingプロファイ
ルを選択します。

ステップ 9 [Next]をクリックします。

ステップ 10 [Configuration Summary]を確認します。

変更を加える場合は、[Back]をクリックして前のウィンドウに移動します。

ステップ 11 [Configure]をクリックし、選択した Cisco Merakiネットワークで OpenRoamingプロファイルの設定を完
了します。

[OpenRoamingSetup]ページに成功メッセージが表示されます。[MerakiNetworks]タブの下に、OpenRoaming
プロファイルで構成された Cisco Merakiネットワークの数とともに確認メッセージが表示されます。

Cisco Merakiネットワークの編集

ステップ 1 [OpenRoaming]ウィンドウで、[Set Up OpenRoaming]をクリックするか、 > [Setup]を選択します。

[OpenRoaming Setup]ウィンドウが表示されます。

[OpenRoaming Activation Status]をクリックして、設定された Cisco Merakiネットワークのステー
タスを表示します。

（注）

ステップ 2 [Network configuration]セクションで、[Meraki Networks]タブをクリックします。

ステップ 3 更新する Cisco Merakiネットワークに対応する SSIDをクリックします。

[Edit Configuration]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 4 必要な更新を行った後、[Update]をクリックします。

[OpenRoaming Setup]ウィンドウに成功メッセージが表示されます。

OpenRoamingネットワークのテスト
OpenRoamingのネットワーク構成は、次の方法でテストできます。

手順

• Cloud/Social：この方法を使用するには、iOS App Storeまたは Google Playストアからモバ
イルデバイスに OpenRoamingモバイルアプリをダウンロードします。

• Device Manufacturer：この方法では、Samsungまたは Googleモバイルデバイスで
OpenRoamingネットワークをネイティブにテストします。

•その他の方法：上記の2つの方法以外にも、次の2つのオプションを使用してOpenRoaming
ネットワークをテストできます。

• Carrier Offload：キャリアオフロードソリューションを設定している場合は、サポー
トされているキャリアの携帯電話が自動的に OpenRoamingネットワークに接続され
ます。

• Cisco DNA Spaces SDK：ブランドのモバイルアプリを Cisco DNA Spaces SDKと統合
している場合は、モバイルアプリを搭載した携帯電話が自動的に OpenRoamingネッ
トワークに接続されます。

CiscoDNASpaces SDKの詳細については、https://developer.cisco.com/docs/dna-spaces-sdk/を
参照してください。要求された場合は、シスコのログイン情報を使用してログインしま

す。

OpenRoamingレポートの表示

OpenRoamingレポートを表示するには、 > [Home]をクリックします。

OpenRoamingダッシュボードでは、次のレポートを使用できます。

• Unique Devices

• Devices by IDP

• Devices by Manufacturer

• Data Usage

• Average Visit Duration
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• Data Consumed per User

• Connections per Day

• Connections per Hour

関連資料
Cisco DNA Spacesのセットアップでの OpenRoamingの詳細については、次のドキュメントを
参照してください。

• Cisco DNA Spaces OpenRoaming Setup Guide

• Cisco DNA Spaces Connector Configuration Guide

• Cisco DNA Spacesコンフィギュレーションガイド

Cisco DNA Spacesのすべてのドキュメントについては、次を参照してください。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/wireless/dna-spaces/series.html

シスコサポートコミュニティ

シスコサポートコミュニティは、ユーザが質問を投稿したり、質問に回答したり、またおす

すめ情報を共有するためのフォーラムで、ユーザ同士のコラボレーションを実現します。フォー

ラムには https://supportforums.cisco.com/index.jspaから参加できます。

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、シスコサポートにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco DevNetにアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、Cisco Pressに
アクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。
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https://dnaspaces.cisco.com/setupguide/app-open-roaming/
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/cisco-dna-spaces/connector/config/b_connector/m_dnaspacesconnector.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/solutions/Enterprise/Mobility/DNA-Spaces/cisco-dna-spaces-config/dnaspaces-configuration-guide.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/wireless/dna-spaces/series.html
https://supportforums.cisco.com/index.jspa
https://www.cisco.com/offer/subscribe
https://www.cisco.com/go/services
https://www.cisco.com/c/en/us/support/index.html
https://developer.cisco.com/ecosystem/spp/
http://www.ciscopress.com
http://www.cisco-warrantyfinder.com


Ciscoバグ検索ツール
シスコバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリス
トを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェアに
関する詳細な障害情報を提供します。

マニュアルに関するフィードバック

シスコのテクニカルドキュメントに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラ

インドキュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。
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Ciscoバグ検索ツール

このドキュメントは、 米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。

リンク情報につきましては、 日本語版掲載時点で、 英語版にアップデートがあり、 リンク先のページが移動 / 変更されている場合がありますことをご了承ください。

あくまでも参考和訳となりますので、 正式な内容については米国サイトのドキュメントを参照ください。

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


